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Abstract

The purpose of this study is to make clear the actual conditions of parents circles for child
.care by investigation

Recently in Japan for mothers to nurse a nervous breakdown caused by the stress of child, , ,

care to communicate with other parests and to play and let ther children play together with, ,

, .other parents and their children many parents cirles have been organized
According to our investigation we found that parents are content with the circles not by,

,having their children play with other children but by their communicating with other parents
.and that parents circles are usuful to encourage mothers in caring their children

Key words parents circle nervous breakdown： ,

はじめに

少子化や核家族化が進行する中で，子育て中の保護者が集まってお互いの情報交換や育

児の悩みを話し合えるような場，親子のふれあう行事を企画・運営したり，参加して楽し

める場所づくりが，「子育てサークル」として次第に活発になってきている。(財)香川県

児童・青少年健全育成事業団発行の『わくわくドキドキ子育てサークル』（平成11年１

月）によると，高松市内には22のサークルが存在し，サークルごとに活動目的を掲げて活

動を展開している。

ところで，子育てサークルの活動に参加する保護者は，どのような目的をもってサーク

ルに参加し，どのような活動を実際に行っているのか。また，サークルに参加することに
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どの程度満足しているのか。こうした点についての研究は，今のところ十分になされてい

るとは言えないであろう。

そこで，本研究では，子育てサークルに参加している保護者を対象に子育てサークルへ

の参加目的や取り組んでいる活動，参加目的の達成度などを中心にアンケート調査を行う

ことによって，子育てサークルが子育て中の保護者にとってどのような意味をもつのかを

考えていきたい。

なお，本稿は，第41回中・四国保育学生研究大会で，本学幼児教育学科代表として苧坂

恵美が行った発表を加筆・補正して，別稿として掲載するものである。その主たる意図は，

研究大会ではアンケートの限られた項目しか発表できなかったので，貴重な時間を割いて

アンケートに回答してくださった保護者の方々のご厚意を無駄にしないために調査の結果

をすべて公にすることである。また，本研究は，苧坂恵美が主となり松原勝敏がそれをサ

ポートするという形で行った。よって，本研究は，共著の形式をとっているが，実質的に

苧坂恵美の研究業績である。

１．子育てサークル誕生の背景

この部分では，子育てサークルが誕生する背景となった社会状況を，ごく簡単にまとめ

ておきたい。

(1) 少子化の深刻化

周知のごとく，少子化現象は，我が国において深刻な社会問題と化した。終戦直後の第

一次ベビーブームの時期，最高で，昭和24（1949）年には270万人を数えた出生数は，そ

の直後から減少傾向を示し，昭和40（1966）年の丙午の年に大きく落ち込んだものの第２

次ベビーブームの時期，昭和48（1973）年に209万人にまで回復した。しかし，その後再

び減少傾向に転じることになる。合計特殊出生率でみてみれば，昭和24（1949）年の4.32

から大きく減少し，第２次ベビーブームのピークでも2.14までしか回復しなかった。そし

て，平成元（1989）年に，丙午の年を下回ったいわゆる1.57ショックを契機として少子化

現象が衆目を集めるようになるとともに深刻な社会問題として語られるようになった。

合計特殊出生率は，平成11（1999）年に過去最低の1.34を記録するに至ったが，平成13

（2001）年６月20日の厚生労働省による人口動態統計の発表によると，平成12（2000）年

の合計特殊出生率は，1.35とミレニアムベビー効果も手伝って微増しているが，長期的な

少子化現象に歯止めをかけるものとはなっていない。
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このような状況の下，いろいろな方面に影響がでることが懸念されているが，子育てと

いう面からすると，子どもの健やかな成長に対する影響が心配される。子どもは，その成

長過程において，遊びを通して様々な人々とふれあいながら豊かな個性や創造力，また，

社会性を身につけていく。しかしながら，少子化によって子どもに対する保護者の過保護

や過干渉の傾向が現れる一方で，子ども同士の交流の機会が減少するなど，子どもが従来

においては自然に身につけることができた人間性や社会性を育むチャンスが失われるとい

う指摘がなされるに至っている。

(2) 子育て家庭の孤立化

高度経済成長以後急速に増加した核家族世帯は，1960（昭和35）年の1179万世帯から，

1995（平成７）年の2576万世帯へと２倍以上に増加した。家族類型別にみた場合，全世帯

に占める核家族の割合は1980（昭和55）年の60.3％を頂点に減少に転じたものの，今日も

なおその割合は全世帯の６割近くを占めている。

核家族での子育てにおいて困難性が指摘される点の一つは，子育てに関する援助を祖父

母から受けにくいことである。当然の事ながら，第一子に対する子育ては，その夫婦に

とってははじめての経験であって，育児上の様々な困難にとまどい，些細なことにまで一

喜一憂してしまうことが考えられる。このようなときに，子育て経験者である祖父母が近

くにいれば，育児上の様々なアドヴァイスを夫婦に対して行うことができるが，核家族形

態が多数を占める今日においてそれは難しい。

他方，特に新興住宅地においては，他の土地から移り住むようになった人々によって社

会が構成されるので，かつてみられたような地域共同体的な意識が薄い。そのために，近

隣の人々との人間関係は希薄になって，育児上の様々な支援を地域社会から受けることが

難しい状況に至っている。また，そのような地域社会において成立している既成のグルー

プに参入する場合にも困難が伴い，その結果，いわゆる「公園デビュー」は，育児をする

母親にとって，大きな関門となりつつあるという指摘もなされている。

(3) 育児不安・育児ストレスの増大

上に記した社会状況の下，子育てをする親，特に母親の育児不安・育児ストレスの深刻

化が指摘される。

例えば，少子化現象による子どもの数の減少は，子どもの創造性や社会性の発達の面で

の不安を引き起こす。また，子どもの絶対数が減少することによって，親は，自分の子ど

もの成長発達を比較する対象を失い，その結果，育児情報誌等に頼ることになっても，マ
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ニュアル通りにはことが運ばない子育てによって，育児不安は増大してしまうのである。

また，特に核家族世帯で子育てに祖父母の援助を容易に得ることができない状態にある

ことに加えて，地域社会から孤立したような状態にあれば，こうしたことそのものが育児

不安・育児ストレスの増大に結びついてしまう。

さらに，社会には子どもを育てている親を不安に陥れる材料は山ほどある。例えば，自

分の子育てによって，子どもが将来にいじめたりいじめられたりする恐れはないか，不登

校になったりはしないか，などといった自分の育児が正しいかどうかという不安がある。

また，過剰な清潔志向に環境汚染の問題が拍車をかけて，子育てに過剰なまでの神経を

使ってしまったりすることもある。そして，早期教育の低年齢化などがますます，親の不

安やストレスを増幅させるものとなってしまうのである。

２．高松市における子育てサークルの概況

香川県・(財)香川県児童・青少年健全育成事業団発行の『わくわくドキドキ子育てサー

クル』（1999（平成11）年）には，高松市内の22の子育てサークルが紹介されている。も

ちろん，これ以外にも自主的な活動を行っているサークルは存在するので実数を把握する

ことは不可能であるが，本節においては，おおまかな傾向を把握するために，「わくわく

ドキドキ子育てサークル」に紹介されている21の子育てサークルに限って（『わくわくド

キドキ子育てサークル』に紹介されている22のサークルの内，１つは体操教室と銘打って

おり，他のサークルと性格が異なるために対象から除いた），その活動の対象者，活動規

模，活動状況，活動目的，活動場所等をごく簡単に見ていきたい。

まず，活動の対象者としては，参加可能な子どもの年齢を１歳から４歳，２歳から３歳

などと制限を設けている所もみられ，実際の所様々であるが，就学前の乳幼児とその保護

者を対象とする点でおおむね共通している。

活動の規模は，子どもと保護者20組弱から50組前後までの規模で活動をしているサーク

ルがほとんどである。50組を超えるサークルは多くないし，あまり大きな規模のサークル

は活動に適さないようである。活動状況は，月に１回から４回までで収まり，１回あたり

の活動時間は長くても２時間程度である。

活動の目的については，それぞれのサークルの紹介のページにおいて，サークルの活動

目的の表現が異なるために正確な分類は難しいが，主として子育て中の親が，同様に子育

てのさなかにある親たちとの交流を図る中で，育児情報の交換を行ったり，育児上の不安
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おわりに

本稿を終えるに当たり，本稿の内容を要約するとともに，子育てサークルの活動におい

て推測される今後の課題を若干指摘しておきたい。

高松市内の子育てサークルは，交通手段やその所要時間，必要経費等から見ると，子育

て中の保護者にとって身近な存在で，気軽に参加できるものとなっていると言える。また，

子育てサークルの活動内容としては，「遊び」「親子体操」「絵本・紙芝居の読み聞か

せ」といった親子のふれあいの機会となる活動が中心に行われている。

参加目的には，「子育て中の不安やストレスを解消したい」というような親自身に関す

るものよりも，「子どもの遊び場を得たい」というような子どもを中心とした目的をもっ

て参加している保護者が多いことが分かった。

子育てサークルに参加することに対する保護者の満足度は全体的に高い。しかしながら，

サークルへの当初の参加目的に対する期待度に比べてみると，十分な満足感を得られてい

るかどうかは疑問が残る。この点が，サークルへの加入期間の長さにも影響しているのか

もしれない。また，友達関係によって加入が継続されている点も着目すべきであろう。子

育てサークルは保護者のニーズを満たすものとなりえていると言えるであろうが，保護者

の多様なニーズを吸収することによって今後の発展が期待される余地が大きい。

ところで，もう一点課題を指摘するならば，参加する保護者が母親に偏っている点を挙

げることができるであろう。『わくわくドキドキ子育てサークル』を見る限り，参加する

親を母親に限定しているサークルは，22のサークルのうち５つのサークルのみである。も

ちろん，意識せずに「保護者」あるいは「親」という語を用いていることも考えられるが，

アンケートに回答を寄せてくださった保護者も性別の未回答者を除けばすべて母親である。

『厚生白書』平成10年度版をはじめ，多くの資料において，育児は父母が共同で行うべき

ものとの意識がありながらも，母親にその負担が重くのしかかっている実態が指摘されて

いる。もちろん，育児負担が母親に偏っている現状で，その負担やストレスを解消するた

めに育児サークルが果たしている役割には非常に大きなものがあることは間違いないが，

今後は父親をサークルでの活動に導くことが，サークルの発展のために重要な課題となる

のではないであろうか。

今後，子育てサークルは，参加者の新たなニーズに対応して，その活動内容を多様化し

ていくことが予想される。子育てサークルは，子育ての共同化という観点から，地域レベ

ルの子育て支援においてますます重要な役割を担っていくだろう。
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